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高等学校漠文の授業
ー史伝（『史記』から「項羽と劉邦」）を読む一
金子直樹
古文（日本古典）とはまた別の感覚と論理性とによって表されている漢文は，現代日本社会を生きる
高校生が多様な思考の軸を獲得するために有効な学習材である。その有効性はもちろん，故事成語や工
ピソードなどの知識量だけではなく，彼我の論理の違いを意識した上での批評的な読みによって発揮さ
れる。「昔の中国には，とんでもない豪傑がいた」という驚きだけでは思考を深めたことにはならない。
その「豪傑」のどのような面をどのように評価しているのか，それをどのように表現しているのかとい
うことを読み解くことを通して，生徒たちが現有の基準・思考の軸を更新してゆく契機としたい。
1 . 「項羽と劉邦」単元構成
この授業報告は， 2012年度 5年生（高校2年生）での
漢文の授業によるものである。
「鴻門之会」や「四面楚歌」が教科書によく取り上げ
られる「項羽と劉邦」を，歴史家司馬遷の問題意識（「天
道是邪非邪」）と「項羽本紀」「高祖本紀」のテキストに
即して考えられるように，「伯夷列伝」を導入として，
両本紀の「太史公論讃」までを全20講で構成した。
単元構成（教材編成）は以下の通りである。
伯夷列伝などの長いものを除き，各講毎にプリント 1
枚の教材として， 1時間での扱いとした。
各講小見出し後の（ ）内は，教材本文の冒頭と，明治
書院『新釈漢文大系』での章数字である。
長時間にわたる単元となるので，生徒に対して最初に
全 20講の構成と内容のまとまり毎の学習の目安（＊印）
を提示した。
第 1講：司馬遷の歴史意識（「夫学者載籍極博，猶考信
於六芸。」伯夷列伝 1~3)
＊『史記』筆者司馬遷の歴史家としての態度を捉える。
第2講：項羽の生い立ち，人となり（「項籍者下相人也。」
項羽本紀 1~3)
第 3講：劉邦の生い立ち，人となり（「高祖柿豊邑中陽
里人。」高祖本紀 1,2) 
＊項羽と劉邦それぞれの生い立ちや人となりの表現，特
に秦の始皇帝に対しての言葉を比較して，両者の人物
像をとらえる。
第4講：項羽の戦いの強さ① （「秦二世元年七月，陳渉
等起大沢中。」項羽本紀4)
第 5講：項羽の戦いの強さ② （「項羽已殺卿子冠軍，威
震楚国，名聞諸侯。」項羽本紀 17, 20) 
第 6講：油公の政治の柔軟さ（「漢元年十月， 1市公兵遂
先諸侯至覇上。」高祖本紀 18)
＊項羽と劉邦それぞれの戦い方，特に項羽の武力と劉邦
の政治力とを比較して，両者の人物像をとらえる。
第7講：鴻門の会① （「（楚軍）行略定秦地，至函谷関。」
項羽本紀21)
第 8講：鴻門の会② （「柿公旦日従百余騎，来見項王，
至鴻門謝曰」項羽本紀24,25) 
第9講：鴻門の会③ （「於是，張良至軍門，見焚噌。」項
羽本紀26)
第10講：鴻門の会④ (「1市公巳出。項王使都尉陳平召i市
公。」項羽本紀27)
第1講：鴻門の会⑤ （「居数日，項羽引兵西屠咸陽，殺
秦降王子嬰，焼秦宮室。」項羽本紀28)
参考：もう一つの鴻門の会（「或説1市公日，秦富十倍
天下，地形彊。」高祖本紀20,21) 
＊鴻門の会での項羽と劉邦それぞれの言動，特に危機へ
の対応や部下とのやり取りを比較して，両者の人物像
をとらえる。危機を逃れ得た劉邦は，劉邦をとらえな
かった項羽は，どのような人物として描かれているの
かを具体的に読み取る。また，項羽本紀と高祖本紀と
の違いを意識する。
第12講：項羽の強さと1市公の運① （「（漢二年）春，漢王
部五諸侯兵凡五十六万人，東伐楚。」項羽本紀37,38) 
参考：もう一つの影城の戦い（「漢王得劫五諸侯兵，
遂入影城。」高祖本紀29, 30) 
第13講：項羽の強さとi市公の運② （「漢三年，項王数侵
奪漢雨道。」項羽本紀40,41) 
＊勝機を逸した項羽と，窮地を脱した劉邦との人間性，
両者の人物像をとらえる。
第14講：項王の最期① （「項王軍壁該下。兵少食尽。」項
羽本紀51)
第15講：項王の最期② （「於是項王乃上馬騎。磨下壮士
騎従者八百余人。」項羽本紀52, 53) 
第16講：項王の最期③ （「於是項王乃欲東渡烏江。」項羽
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